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たらよいかを再度検討しまし
た．
　その結果，費用はかかるも
のの，二つの改善方法が浮上
しました．一つは，濃度コン
トロールが困難な固形タブレ
ット剤に代えて，液体薬剤の
連続注入装置を導入する方法
です．もう一つは，冷却塔の
みならず配管系統も含めて，
シーズンインの前に洗浄剤を
使ってラインを徹底洗浄し，
その後の薬剤投入を休止する
方法です．
　この二つの改善方法を建物
管理担当者に提案して議論し
たところ，費用対効果がよい
ことから，二つめの方法を実
施することになりました．
　そして，この本対策実施に
よって，冷却塔の水洗浄のみ
では取り切れなかった配管内
のスライムなどの汚れが除去
され，レジオネラ属菌の供給
源も断つことになりました．
また，固形タブレット剤の添
加をやめることで泡の発生源

がなくなって冷却塔からあふれることもなくな
る，安定した結果が得られました．さらに，冷却
水処理薬品を使用しないで徹底洗浄することで維
持費は安くなり，建物管理担当者から感謝されま
した．
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生していました．その対策として，シーズンイン
点検後，冷却塔水槽の水洗浄を実施していました
が，配管系統が長いため，循環洗浄はしていませ
んでした．
　　　　　冷却塔周りの構造
　冷却塔の充填材と下部水槽までの間隔が広く，
泡立ちしやすい構造になっているものの，泡立ち
が連続発生ではないため，これに起因するとは考
えにくいと結論付けました．

◉泡発生に対する本対策
　上記のように簡易的な予防対策を実施して泡の
発生頻度は減少しましたが，完全解決には至って
いませんでした．そこで，本対策はどのようにし

冷却水伝導率の数値は 860 ～ 1160μS/cm 程度
で安定しており，濃縮の想定範囲内ですので，過
濃縮の心配はないと思われました．
　　　　　薬品の過剰添加
　定期的に投入している固形タブレット剤は，薬
剤濃度を均一に管理するのがなかなか難しく，添
加直後は濃度が高く泡が発生しやすくなるため，
薬剤の投入量を減らして投入間隔も短縮しまし
た．また，間欠投入時はあらかじめシリコン系の
消泡剤を用意しておき，薬剤投入時の泡の発生を
いち早く発見して，それに即座に対応するため，
表２のようなチェックシートを使用して，１年間，
その効果を確認しました．その結果，泡の発生頻
度は少なくなりましたが，完全改善には至りませ
んでした．
　　　　　系内の汚れと薬剤の反応
　冷却水系内におけるスライム発生量が多く，系
内のそうした汚れが薬剤と反応することで泡が発

　建物管理担当者から，「冷却塔で時々発生して
いる泡が周辺環境や通行人にかかるおそれがある
ため，発泡を防ぐ方策に取り組みたい」との相談
がありました．
　冷却塔の水槽には，目的に応じて各種薬剤が投
入されます．この現場では，レジオネラ属菌対策
のために冷却水処理薬品の塩素系固形タブレット
剤を添加していたところ，シーズンイン点検後，
運転開始後や通常運転期間中に写真１のような泡
がしばしば発生しており，泡発生時には消泡剤を
撒いて泡消しをしていました．

◉泡の発生原因と現状確認・予防対策
　冷却塔での発泡の一般的な原因としては，以下
の事柄が考えられます．
　　　　　冷却塔冷却水の過濃縮
　　　　　冷却水処理薬品の過剰添加
　　　　　冷却水系内のスライム発生量が多く，
　　　　系内の汚れが薬剤と反応する
　　　　　冷却塔の充填材と下部水槽までの間隔
　　　　が広く，泡立ちやすい構造になっている
　これら４点について，この現場での現状確認と
予防対策を実施しました．
　　　　　冷却水の過濃縮
　表１に示すように，日々の点検における冷却塔

　冷房期シーズンイン点検後，空調運転を開
始したところ，冷却塔下部水槽から多量の泡
が発生し周辺に飛散するトラブルが発生しま
した．冷却塔は清掃し水処理薬剤も投入して
いたのですが，時々再発しています．この発
泡を防ぐにはどうしたらよいのでしょうか．
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写真１　泡の発生状況
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表１　空調設備運転日誌（抜粋）

表２　冷却塔薬剤投入チェックシート（例）
点検日 年　　月　　日　    点検者

チェック項目
チェックポイント

系統状態良否

分　類 項　目 良 否

外　観

１）仕　様 ①固形剤を 1日 1個投入する

２）投入後

①投入位置に問題はないか
②運転はされているか

③冷却塔内部
泡立ち
発泡

３）通　水
①薬品の溶解に問題はないか

在　庫 固形タブレット剤（　　　　　ケース）　　　　消泡剤（　　　　　本）
備考：投入した後は，最低でも 30 分運転状況を確認し，冷却塔内の泡を確認する．
　　　発泡する場合は速やかに消泡剤を投入して泡を消す．
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